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辰已法律研究所 

２日間・１１時間１０分にどう挑む！？ 

合格に絶対必要な法律論文の書き方 

講師作成レジュメ 

 

令和元年６月７日（金） 

辰已専任講師・弁護士 松永健一 講師 

 

＜２日間・１１時間１０分にどう挑む！？ 合格に絶対必要な法律論文の書き方＞ 

 

第１ 予備試験とは？ 

 １ 予備試験の本質 

   予備試験は実務家登用試験である。 

  →裁判官・検察官・弁護士となるにふさわしい人物であるかどうか 

  →実務家として必要な能力 

   コミュニケーション能力，体力，共感力，人間力等種々あるが，まずは，争点整理能

力及び事務処理能力があるかどうかを試されている。 

  →まずは，この本質をしっかりと理解する。 

  ・争点整理能力…弁論準備手続，公判前整理手続，ベストエビデンス 

  ・事務処理能力…裁判官は常時３００件近い事件を抱える。 

          検察官は身柄事件の場合，１０日，２０日で終局処分を決めなければ

ならない。 

          弁護士は，３０～１００の事件を同時進行で処理する。 

  →予備試験を突破する上でも，この２つの能力は必須である。 

 

 ２ 最終目標を知る。 

   最難関である論文式試験に突破しないといけない。 

  →そのためには，… 

   予備試験では，合格答案を１０通そろえる。   

  →では，合格答案とは何か？ 

①問題文の問いに答えている（明示又は黙示の誘導に乗れている。）。 

  ②最後まで書ききっている（予備試験の場合，３頁いっぱい）。 

  ③具体的事実の分析をしている。 

 

 ３ とにかく食らいつくことが重要 

   １つのことを決めたら最後までやり抜く。 

  「受かりそう。」と「受かる。」は違う。 



2 

辰已法律研究所 

 

 ４ 合格者は必ずいる。 

   予備試験で４００人から５００人は合格する。特別な試験では決してない。 

 

第２ 具体的対策 

 １ 前提 

   予備試験論文式試験まで残り１か月強。 

 →短答式試験直後の予定通りかどうか今一度見直す時期。 

  また，予定通りうまく行っている人も，その方向でよいかどうかを吟味する。 

 →１か月強ではあれもこれもはできない。思い切って捨てる勇気も必要。 

 →完璧にすることはできないという割り切りも必要。焦るときこそやることを絞る。 

 ※レオナルドダヴィンチ作モナリザの話 

 

 ２ ①問題文の問いに答えるためには？ 

   まずは，過去問を検討する。 

   予備試験受験生の場合：平成２３年～平成３１年まで全部 

  （※分量が多いので答案化するかどうかは時間との兼ね合いで見極める。） 

  →最低でも問題検討を行い，その後，優秀答案を見る。 

   特に近年の問題は，明示又は黙示の誘導が必ずある。その誘導を見逃さない。 

   後ほど，令和元年司法試験憲法で説明する。 

  →何を書いてよいか分からないときほど，問題文から離れない。 

   問題文の事実をすべて使えるように論点の設定を行う。 

 

 ３ ②最後まで書ききるためには？ 

   合格者はとにかく筆力がある。量がすべてではないが，量に寄るところも大きい。 

  →では，最後まで書ききるためにはどのようにすればよいか？ 

  Ａ 字を書くスピードを上げる（もっとも，ここには限界がある。） 

  Ｂ 問題検討の時間を減らす。 

  Ｃ 論証で迷う時間を減らす。 

  →Ｂ，Ｃを行うためには，著名な論証パターンを暗記しておく。 

  →市販の論証パターンは長いことが多い（もっとも，完璧を期すためにやむを得ないと

ころもある。） 

  →答案作成に使える形に加功する。 

   

 ４ ③具体的事実の分析を行うためには？ 

   予備試験では，判例で重視している事実を指摘したい。 
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  →その他，厚く書いている事情には要注意。 

 

第３ 法律論文の書き方 

 １ 条文を指摘する。そのままの処理で事足りるものはそのまま。 

 ２ 条文だけだと座りの悪い結論になってしまうときは，趣旨を用いて，「解釈」を行う。 

   原則⇒例外へのシフト 

 ３ 規範定立をしっかりと行う。考慮要素とは区別すべき。 

   規範とは，当該法律効果を発生させるために満たさないといけないもの。 

   考慮要素とは，その規範に関する事実認定を行うために検討する視点にすぎない。 

 ４ あてはめ 

   判例が重視している事実，問題文に光っている事実・長く記載されている事実に着目 

 ５ 予備試験の場合，１時間１０分で１問書ききることを徹底する。 

  ※一般教養は１時間，実務基礎は１時間３０分 

   最初からトップスピードで書く。多少字が汚くても採点はされる。 

   あらかじめ減らせる労力は減らしておく。そのために論証パターンの暗記は効果的 

  →問題検討の時間，論証を思い出している時間を減らせる。 

   途中答案は絶対に作らない。作った瞬間に不合格であるというぐらいの戒めを持つ。 

 

第４ 問題の検討 

 

 

第５ 最後に精神論 

   努力しているのにうまく行かない。 

  ①単純に努力していない，努力の量が足りていない。 

  ②正しい努力をしていない。 

   果たしてどっち？ 

 

   合格すれば，今抱えている悩みの９０％は解決する。 

 

 

 


